
 

 

平成２０年９月２５日 

 

各 位 

 

 会 社 名  近畿日本鉄道株式会社 

 代 表 者 名  取締役社長 小林 哲也 

 コード番号  ９０４１ 

 上場取引所  東京・大阪・名古屋（第１部） 

 問 合 せ 先  グループ事業本部事業管理部 

             部長 三宅 貞行 

 Ｔ Ｅ Ｌ  （０６）６７７５－３６５５ 

 

 

 

連結子会社間の合併および連結子会社の解散ならびに連結子会社（株式 

会社近鉄百貨店）の平成２１年２月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社の連結子会社であります株式会社近鉄百貨店は、本日開催の同社取締役会において、別添

資料１のとおり平成２１年３月１日を期して当社の連結子会社であります株式会社中部近鉄百貨

店および株式会社和歌山近鉄百貨店の２社を吸収合併することを決議するとともに、別添資料２

のとおり当社の連結子会社であります株式会社ボナビを解散することを決議しましたのでお知ら

せいたします。 

また、同社は、平成２０年４月９日の同社決算発表時および平成２０年８月２２日に公表した

平成２１年２月期（平成２０年３月１日～平成２１年２月２８日）の業績予想を別添資料３

のとおり修正しましたので併せてお知らせいたします。 

なお、これらが当社の業績に与える影響は軽微であり、当社の連結業績予想の修正はあり

ません。 

以 上 
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平成２０年９月２５日  

各  位  

 

会 社 名  株  式  会  社  近 鉄 百 貨 店 
代 表 者 名  代表取締役社長  中 川 文 雄 

（コード番号 8244 大証第一部）  
問 合 せ 先  執行役員総合企画本部長 藤木 剛一  

                                    （TEL．０６―６６２５―２６４７）  
 

 

株式会社中部近鉄百貨店および株式会社和歌山近鉄百貨店との 

吸収合併（簡易合併）に関するお知らせ 

 

平成２０年９月２５日開催の当社取締役会において、当社は平成２１年３月１日を期して、下記の

とおり株式会社中部近鉄百貨店（以下「中部近鉄百貨店」という。）および株式会社和歌山近鉄百貨

店（以下「和歌山近鉄百貨店」という。）を吸収合併することを決定いたしましたのでお知らせいた

します。  

 

記  

 

１．合併の目的  

  当社、中部近鉄百貨店および和歌山近鉄百貨店の３社は、近畿日本鉄道グループの一員として、

それぞれ地域に密着した百貨店として順調に営業を行ってまいりました。 

しかしながら、消費の低迷、競合の激化など、今後も厳しさが続くとみられる事業環境に対応す

るには、より一層の経営の効率化、営業力の強化が必要であり、このため、主に近畿圏においてそ

れぞれ独立して事業を展開してきた３社の連携をより強化し、その総合力を最大限に発揮できる体

制を整えるため、グループ３社が合併することといたしました。 

これにより、経営資源の最適配分や後方業務の一元化等による経営の効率化、また、商品の共同

仕入れの拡大や販売面におけるノウハウの共有等による営業力の強化を図り、一層の企業価値の向

上を目指してまいります。 

 

２．合併の要旨  

  (1) 合併の日程  

合 併 決 議 取 締 役 会   平成２０年 ９月２５日（木） 

合 併 契 約 締 結   平成２０年 ９月２５日（木） 

合 併 承 認 株 主 総 会 

  当 社    会社法第796条第3項に規定する簡易合併であるため、 

     当社の合併承認株主総会は開催いたしません。 

  中部近鉄百貨店および  平成２０年１１月 ５日（水）（予定） 

  和歌山近鉄百貨店 

資料１ 
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合 併 効 力 発 生 日   平成２１年 ３月 １日（日）（予定） 

  (2) 合併方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、中部近鉄百貨店および和歌山近鉄百貨店は解散いた

します。 

 （3） 合併に係る割当ての内容 

会社名 
株式会社近鉄百貨店
（存続会社） 

株式会社中部近鉄百貨店
（消滅会社） 

株式会社和歌山近鉄百貨店
（消滅会社） 

合併比率 1 138.7 2.7 

（注）１．株式の割当比率  

中部近鉄百貨店の普通株式１株に対して、当社の普通株式138.7株を、また、和歌山

近鉄百貨店の普通株式１株に対して、当社の普通株式2.7株を割当交付いたします。

ただし、当社が保有する中部近鉄百貨店株式31,020株については、合併による株式の

割当ては行いません。 

２．合併により交付する新株式数  

当社は、合併に際して普通株式12,671,606株を消滅会社の株主に割当交付いたしま

す。そのうち、当社が保有する自己株式2,200,000株をこれに充当し、10,471,606株

を新たに発行いたします。 

 （4）合併に係る割当ての内容の算定の考え方 

① 算定の基礎および経緯 

 合併比率の算定にあたっては、公正性、妥当性を確保するため、当社ならびに中部近鉄

百貨店および和歌山近鉄百貨店は、独立した第三者機関として、朝日税理士法人に対し合

併比率案の算定を依頼いたしました。 

 朝日税理士法人は、当社株式は上場株式であり、また過去１年間の株価に特段の異常な

動きがないことから、市場株価方式を採用し、平成20年2月末までの１ヵ月間の平均株価を

用いて企業価値を算定いたしました。 

 また、朝日税理士法人は、中部近鉄百貨店および和歌山近鉄百貨店株式は非上場株式で

あり、市場で形成された株価がないため、ＤＣＦ方式および時価純資産方式の併用方式を

採用し企業価値を算定いたしました。 

 各方式に基づく算定結果は次のとおりです。 

会 社 名 算定方式 算定結果 

株式会社近鉄百貨店 市場株価方式 214円

ＤＣＦ方式 32,869.61円 
株式会社中部近鉄百貨店 

時価純資産方式 26,484.45円 
29,677円

ＤＣＦ方式 448.77円 
株式会社和歌山近鉄百貨店 

時価純資産方式 687.85円 
568円

 これらの算定結果を参考に、また、３社の財務状況、業績動向等を勘案し、当事会社間

で協議を重ねた結果、最終的に上記（3）の合併比率が妥当であるとの判断に至り、合意い

たしました。 
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② 算定機関との関係  

 第三者算定機関である朝日税理士法人は、当社ならびに中部近鉄百貨店および和歌山近

鉄百貨店の関連当事者には該当しません。 

 （5）消滅会社の新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

     該当する事項はありません。 

 

３．合併当事会社の概要 （平成20年2月29日現在） 

( 1 ) 商 号 
株式会社近鉄百貨店 

(存続会社) 

株式会社中部近鉄百貨店

(消滅会社) 

株式会社和歌山近鉄百貨店

(消滅会社) 

( 2 ) 事 業 内 容 百貨店業 百貨店業 百貨店業 

( 3 ) 設 立 年 月 日 昭和 9 年 9 月 28 日 平成 8 年 2 月 15 日 昭和 31 年 8 月 28 日 

( 4 ) 本 店 所 在 地 
大阪市阿倍野区阿倍野筋 

1 丁目 1 番 43 号 

三重県四日市市諏訪栄町 

7 番 34 号 

和歌山県和歌山市友田町 

5 丁目 46 番地 

( 5 ) 代表者の役職・氏名 

（平成 20 年 8 月 31 日現在）
取締役社長 中川 文雄 取締役社長 長谷川俊彦 取締役社長 岩崎 雅明 

( 6 ) 資 本 金 13,252 百万円 100 百万円 100 百万円 

( 7 ) 発 行 済 株 式 総 数 265,042,800 株 103,400 株 975,000 株 

( 8 ) 純 資 産 18,634 百万円（連結） 2,763 百万円 682 百万円 

( 9 ) 総 資 産 160,825 百万円（連結） 20,903 百万円 13,404 百万円 

(10) 決 算 期 2 月末日 2 月末日 2 月末日 

(11) 従 業 員 数 3,953 名※1 820 名※2 442 名※3 

(12) 主 要 取 引 先 
伊藤忠食品㈱、㈱オンワー

ド樫山、LVJ グループ㈱ 

㈱オンワード樫山、㈱レナ

ウン、資生堂販売㈱ 

LVJ グループ㈱、㈱廣岡、

㈱オンワード樫山 

(13) 大 株 主 お よ び 

   持 株 比 率 

（平成 20 年 8 月 31 日現在） 

近畿日本鉄道㈱    63.8%

日本ﾄﾗｽﾃｨ･ｻｰﾋﾞｽ信託銀行㈱

(信託口）       5.7% 

近鉄共栄持株会     2.9%

㈱三菱東京 UFJ 銀行   1.9%

近鉄百貨店社員持株会 1.2%

近畿日本鉄道㈱  70.0%

㈱近鉄百貨店   30.0%

近畿日本鉄道㈱   100%

 

(14) 主 要 取 引 銀 行 

㈱三菱東京 UFJ 銀行、㈱り

そな銀行、三菱 UFJ 信託銀

行㈱ 

㈱百五銀行、㈱三重銀行、

㈱三菱東京 UFJ 銀行 

㈱三菱東京 UFJ 銀行、㈱紀

陽銀行、三菱 UFJ 信託銀行

㈱ 

※1 契約社員およびパートタイマー1,255 名を含んでいます。 

※2 パートタイマー358 名を含んでいます。 

※3 契約社員、シニアスタッフおよびパートタイマー182 名を含んでいます。 
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(15)当事会社間の関係等（平成 20 年 8 月 31 日現在） 

資 本 関 係 － 
存続会社は消滅会社の株

式 31,020 株を所有 

消滅会社は存続会社の株

式 500,000 株を所有 

人 的 関 係 － 

存続会社は消滅会社に役

員 5 名派遣（役員１名兼

務、社員 4 名出向） 

存続会社は消滅会社に役

員 6名派遣（役員 2名兼務、

社員 4 名出向） 

取 引 関 係 － 
存続会社は、消滅会社に土

地建物を賃貸 

存続会社は、消滅会社に土

地建物を賃貸 

関連当事者へ 

の 該 当 状 況 
－ 

関連当事者に該当(存続会

社の親会社の子会社) 

関連当事者に該当(存続会

社の親会社の子会社) 

(16) 最近３年間の業績 

 株式会社近鉄百貨店 
(存続会社) 

株式会社中部近鉄百貨店 
(消滅会社) 

決 算 期 
平成 18 年 
2 月期 

平成 19 年 
2 月期 

平成 20 年 
2 月期 

平成 18 年 
2 月期 

平成 19 年 
2 月期 

平成 20 年 
2 月期 

売 上 高 
（百万円） 

300,700 296,309 273,017 57,260 57,726 57,611

営 業 利 益 
（百万円） 

5,845 4,702 3,241 1,301 1,303 573

経 常 利 益
（百万円） 

5,747 5,037 2,836 1,322 1,214 883

当 期 純 利 益
（百万円） 

1,039 2,683 195 917 605 △241

１ 株 当 た り 
当期純利益(円) 

3.95 10.21 0.74 8,872.04 5,859.37 △2,332.39

１ 株 当 た り 
配当金（円） 

2.50 4.00 － － － －

１ 株 当 た り 
純資産（円） 

74.16 79.66 73.40 24,344.58 29,732.98 26,728.95
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 株式会社和歌山近鉄百貨店 
(消滅会社) 

決 算 期 
平成 18 年 
2 月期 

平成 19 年 
2 月期 

平成 20 年 
2 月期 

売 上 高 
（百万円） 

31,242 31,208 30,648

営 業 利 益
（百万円） 

351 302 252

経 常 利 益
（百万円） 

312 278 235

当 期 純 利 益
（百万円） 

150 125 △71

１ 株 当 た り 
当期純利益(円) 

154.72 128.89 △73.73

１ 株 当 た り 
配当金（円） 

－ － －

１ 株 当 た り 
純資産（円） 

808.52 834.43 700.31

 

４．合併後の状況  

(1) 商 号  株式会社近鉄百貨店 

(2) 事 業 内 容  百貨店業 

(3) 本 店 所 在 地  大阪市阿倍野区阿倍野筋1丁目1番43号 

(4) 代表者の役職・氏名  代表取締役社長 中川 文雄 

(5) 資 本 金  合併による資本金の増加はありません。 

(6) 純 資 産  現時点では確定しておりません。 

(7) 総 資 産  現時点では確定しておりません。 

(8) 決 算 期  ２月末日  

(9) 会計処理の概要 

 企業結合に係る会計基準（｢企業結合に係る会計基準の設定に関する意見書｣（企業会計

審議会 平成15年10月31日)）および企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針（企業会計基準適用指針第10号 最終改正平成19年11月15日）を適用し、共通支

配下の取引の会計処理によることとしております。 

(10) 今後の見通し 

 合併が当社業績に与える影響につきましては、単体および連結でそれぞれ売上高の約

30％の増加を見込んでいるほか、業務の集約による経営の効率化と、商品仕入れの強化に

よる仕入コストの減少などの経費削減効果も見込んでおります。詳細につきましては、平
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成21年4月に予定しております平成21年2月期に係る決算発表時に併せてお知らせします。

 

以 上  



1 

平成２０年９月２５日 

 

各      位 

 

会 社 名  株 式 会 社  近 鉄 百 貨 店 

代 表 者 名  代表取締役社長  中 川 文 雄 

（コード番号 8244 大証第一部）  

問 合 せ 先  執行役員総合企画本部長 藤木 剛一 

                                    （TEL．０６―６６２５―２６４７） 

 

子会社の解散および清算ならびに特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 当社は，平成２０年９月２５日開催の取締役会において、下記のとおり当社の子会社である株式会

社ボナビを解散し、清算することを決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．解散および清算に至った経緯 

 株式会社ボナビ（以下「ボナビ」という。）は、当社の子会社として婦人服の製造・卸売事業を

行っておりましたが、近年は、アパレル市場の不振もあって業績が低迷し、本年度に入り債務超

過の状態に陥るに至りました。今後につきましても業績の早急な回復が困難であると見込まれま

すため、一部事業を新会社に分割した後、同社を解散し清算することといたしました。 

 

２．株式会社ボナビの概要 

商 号   株式会社ボナビ 

本店所在地   大阪市中央区大手前１丁目７番３１号 

代 表 者   取締役社長 土地仁彦 

設立年月日   昭和 61 年 8 月 1日 

資 本 金   90 百万円 

当社出資比率   100％ 

最近の業績                       （単位：百万円） 

 平成 18 年 2月期 平成 19 年 2月期 平成 20 年 2月期 

売 上 高 3,125 2,942 3,041 

営 業 利 益 △ 190 △  95 30 

経 常 利 益 △ 206 △ 107 9 

当期純利益 △ 392 △ 141 8 

純 資 産 207 65 73 

 

 

 

 

資料２ 
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３．解散および清算の日程 

  平成 20 年 9 月 25 日       解散決議（当社取締役会およびボナビ取締役会） 

  平成 20 年 10 月 10 日（予定）   新会社設立 

  平成 20 年 12 月 1 日（予定）   会社分割（吸収分割） 

  平成 20 年 12 月 6 日（予定）   解散決議（ボナビ臨時株主総会） 

  平成 21 年 2 月 下旬（予定）   清算結了 

 

４．特別損失の計上および今後の見通し 

 ボナビの解散および清算に伴い、当社の平成２０年８月中間期個別決算において同社に対する

貸倒引当金６億５２百万円、同社株式評価損５９百万円を特別損失として計上いたします。 

平成２１年２月期個別決算におきましても相当額の特別損失が発生する見込みであります。 

 平成２０年８月中間期連結決算におきましては、同社の事業損失引当金繰入額５億４５百万円

を特別損失として計上いたします。 

平成２１年２月期連結決算におきましても個別と同様に相当額の特別損失を見込んでおります。 

 なお、平成２１年２月期個別・連結決算の特別損失相当額は確定次第お知らせいたします。 

 また、平成２１年２月期通期の業績見通しにつきましては、本日公表いたしております「業績

予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ」に記載のとおりであります。 

 

以 上 



1 

 

平成２０年９月２５日 

 

各 位 

 

会 社 名 株式会社近鉄百貨店 

                 代 表 者 名 取締役社長 中 川 文 雄 

（コード番号８２４４ 大証第一部） 

問 合 せ 先  経理本部長 青 木 邦 男 

             （TEL. ０６－６６２５－２０２５） 

       

 

業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績動向等を踏まえ、平成２１年２月期（平成２０年３月１日～平成２１年２月２８日）の中間およ

び通期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１．平成２１年２月期中間業績予想数値の修正（平成２０年３月１日～平成２０年８月３１日） 

（１）連結業績 

 （単位：百万円，％）

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1 株当たり 

中間純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 150,000 1,300 1,300 200 0.76

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 141,000 400 120 220 0.84

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △9,000 △900 △1,180 20 －

増 減 率 △6.0 △69.2 △90.8 10.0 －

（ご参考）前年中間実績 

（平成 19 年８月中間期） 
144,781 1,546 1,467 △129 △0.49

 

（２）個別業績 

 （単位：百万円，％）

 
売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 

1 株当たり 

中間純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 128,000 600 400 300 1.14

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 128,000 750 510 480 1.83

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － 150 110 180 －

増 減 率 － 25.0 27.5 60.0 －

（ご参考）前年中間実績 

（平成 19 年８月中間期） 
131,567 1,263 1,292 281 1.07
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２．平成２１年２月期通期業績予想数値の修正（平成２０年３月１日～平成２１年２月２８日） 
（１）連結業績 

 （単位：百万円，％）

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 305,000 2,800 2,800 500 1.90

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 291,000 1,100 1,100 300 1.14

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △14,000 △1,700 △1,700 △200 －

増 減 率 △4.6 △60.7 △60.7 △40.0 －

（ご参考） 

前期実績（平成 20 年２月期） 
300,403 3,748 3,772 454 1.73

 

（２）個別業績 

 （単位：百万円，％）

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 260,000 1,400 800 200 0.76

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 260,000 1,600 900 200 0.76

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － 200 100 － －

増 減 率 － 14.3 12.5 － －

（ご参考） 

前期実績（平成 20 年２月期） 
273,017 3,241 2,836 195 0.74

   

３．業績予想修正の理由 

  平成２０年８月２２日に公表いたしました業績予想（個別）の修正を受け、連結業績予想は、中間・通期

の営業利益および経常利益において予想を下回る見込みとなりましたので修正いたします。なお、個別・連

結の中間純利益および当期純利益につきましては、本日公表いたしました「子会社の解散および清算ならび

に特別損失の計上に関するお知らせ」に記載のとおり、子会社清算に伴う特別損失および法人税等の影響を

織り込んでおります。 

詳細につきましては平成２０年１０月８日発表予定の中間決算短信においてお知らせします。 

 

（注）連結の中間および通期業績予想数値の前回発表予想欄の数値は平成２０年４月９日発表数値となってお

ります。個別の中間および通期業績予想数値の前回発表予想欄の売上高、営業利益および経常利益の数値

は平成２０年８月２２日発表数値であり、中間および当期純利益の数値は平成２０年４月９日発表数値と

なっております。 

 

以 上 

 

 ※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって予想

数値と異なる可能性があります。 


